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この物語は、現実的には編集長から与えられた短い文章に起因するのであるが、以下は私的な追想〈レミニセンス〉である。
私は実家に向かっていた。
東京からである。
　何時間か掛かってやっと県内に入った。
等高線にそって走るバスからは、少ししたら通るであろう半直線の道が遠くに横たわっているのが見えている。
　雲間からの日差しが異常に澄んで映る。光は、光源から発され、およそ直進してきて、そして反射する。
このバスの外。とりとめのない世界。光と陰を分ける曖昧な境界と得体の知れない巨大な圧力。
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──少なくとも後部座席の前に広がるのは、未だ輪郭のはっきりした物々、暖かな空気である。外に出れば──この運転手と私しかいないこの閉じた空間から──私は何にさらされるのか。──
断片的で
色濃く
　色淡く
　ただ滲まない
　窓からの日差しに
　遊ぶ兄
　皿を洗う母
　私たちを呼ぶ母の声
　音声は映像化され
　静寂がそこを支配する
　夜中の父も
　いたって静か
　ただ私が
　その絵を見る私が
  人の記憶がしばしば事実と食い違いということを私は興味深い人間的現象と思ってきた。
  ところが、今となって私は、その食い違った記憶もまた真実であるとみなす場合をとることもある。
  特に幼い日々の思い出、例えば思い出の地に再び訪れて、成長した自分が感じる記憶とのギャップや唖然として、突如襲われる虚しさ、そういったものは、自らの記憶を観賞し感傷にひたり現在に干渉されているかのように錯覚してそれを嫌う自己の存在を浮き彫りにする。現在に不満を抱いてはいけないという意味ではない。
  記憶、思い出、厳密に言うならこの２つをごっちゃに議論すべきではないかもしれないが、同じようなものとしても良い程度の戯言である。
  それらは、いまの自分の持っているものである。時とともにそれらは変わる。それをもつ自分が変わるのであるから、当然だ。
  と言っても、食い違った記憶もまた真実であると言うのは、記憶と現在が異なるのも当然だということではない。
  私は、その時生きていた。
  二十三時。
  時針の傾きが印象的である。
  怒鳴り声。
  このせいで目が覚めたり覚めなかったり。  あるいは破壊音だったろうか。

父は厳しかった。
兄は、よく尻を叩かれたし、家を締め出されもしたと言っていた。まだ小学校にあがる前の男の子だったのだけれど。父曰く、昔はもっと厳しかったんや、であるらしかった。
父は条理を教えたが、彼自身が模範的ではなかった。かと言ってダメな父親だったと片付けるのは忍びない。私のしていた作業とは、与えられた規範を受け止め自分のものにしてそれで以て父を見ていたので特に矛盾や不条理さみたいなものは感じなかった、というものか？
いや、私は父の矛盾点を目にしてはいなかった。それは、母のおかげであったか？あ、私は寝ていたからか。なんて、はっきりさせる気はない。
どうやったか知らないが、その頃の私は円満な家族の光景を描いていた。４人でトランプでもしてたのかな。それはその時から現在に至るまでの間に私がそれの不足に対して不満を抱いていたその投影であるのだ、という可能性を否定する事はできない。ただ、私はそのような不満は自覚した事がなく、また「その頃はそうだったことは確かだ」と思っている。その程度で思慮をとどめようと努めている。

ズ打ラズ打ズ打ン
夏といえば
甲子園に決まってるでしょ
　嗚呼、青春
　君に見せたい夏がある
　なんて
　汗に声援そして涙
　って
　剣道部だって同じ汗かいてるし
　甲子園で黙ってるからって責めないで下さい！
　涙か
　いつか私も
　喧嘩以外で泣く日がくるか
思い出せば思い出すほど崩れていく元の記憶。ふとしたキーワードによって暗黒につつまれていた子どもの頃の記憶にアクセスが可能となったような気がする時の感覚は一種の快感だ。けれどそれはテスト中に答えをひらめいた時のものとは違ってその瞬間から崩壊し始め別の新たな記憶が今つくりだされる。その記憶は脳内の保管庫にあったビデオを見ているのとは訳が違う。
ふとしたキーワードは、もう既に断片的でなくなりつつある、ひとつながりのエピソードを単に再生するのでない。常に自分によって再構成を受けているその記憶はやはり自分が見ようとしているものである。キーワードは記憶の検索に必要なタイトルの一部を与えるのでなくそれによって私たちは誘導されている。
その時の私は存在する限り私に監視される。遣われる。
「おじさんが道に迷うからだよ～」
「ん、じゃあ今度の誕生日にカーナビゲーションシステムでも買ってもらおうかな」
「せやけどお兄ちゃん、初ホームランか？」
「いや、うん、五年になってはじめてやな」
「最初で、最後」
「あんた！」
「今度はグランドまで専用のガイドでも用意してしっかり見せてもらおか」
「うん(試合出られるか分からんけど)」
「ま、小学生がホームランの一本や二本打ったところで、なんもならん」
「なんであんたは折角喜んでんのに水さすんよ」
「せや、このバぁほ息子ちったぁ独り善がりもたいがいにせなあけへんがな」
「おばあちゃんは向こうで休んでて下さい」
「ふいー」
「まあ、何もならんけどな。おとうさんの言う通りや」
「そういうこととちゃうでしょ。みんなでこうしておる時くらい自分の世界から抜けだしたらどうやのん」
「ふう、はーいはい」
私は、兄と伯母と母と、父と、伯父の中にいて、それぞれの気分を、正確には父と母の気持ちをつかめてやるせない感じだった。あ、祖母については笑うしかしなかった。父も、多分人生の大変さとか人間のはかなさとかを口に出さずにいられぬ性分なのだろうな、と思った。父は数年前に作家の端くれをやめて警備員をしていた。
けれども実際は、何か、所謂一般常識に則ったことを母が言った時の父のため息はとても腹立たしかった。それだけ母のことを父以上に不憫に思った。外で働くようになるまで父は家でほとんど仕事をしていなかったらしい。締切りを破るのになれていた。横で相手して機嫌をとる母はどんな心境だったか。
父は、自分は小さい時、地球防衛隊員になりたかった、と話した事がある。あぁ、私の感じた腹立たしさは、父のもつ歴史をもっと大事にしてほしかったという思いだったかもしれない。ちゃんとした機会を選ぶだけの余裕が父にあったら、とも思ったかもしれない。　　　　　

しかし、それらはいま思う事。
この孤独から抜け出したい！
けれど孤独は告げる
一生あなたは逃れられないの
　みんなだって孤独なのよ
　しかし
　しかし私は願いたい
　どうか心の友が現れて
　自分と同じ夢を見てほしい
　そうすれば私も
　孤独じゃなくなる気がする
記憶が満たせない理想は新たな記憶を形成する。どちらの記憶も不正確かもしれない、いや、不正確なのであるが、新たな記憶に注目してもそれはえてして真実を意味する。
記憶の中の自分が自分に監視されるというのは、自分が記憶をたどる時、その映像には自分の姿がうつされているのに気付くと、そこでは自分の意思、特に自分が中心、主人公でありたいといったものが、はたらいてのだ、と認識させるに足る。自伝的だったのか！
私の歴史はいつから現れたのだろう？歴史のないと、歴史を意識していないと見なせる時代の記憶はあるけれど、いつから私は時間を数直線みたいにとらえるようになったのだろう。いつから記憶は過去になったのだろう。未来を文字通りの将来として、すなわち来るべきものとして自らを派遣してみたりする急いた心を身に着けたのだろう。
時としてその将来には異なるいくつかの自分がある。
私が東京へ出ることを決めかねていた時分にした母との会話には、「あんたがでていったらもうおかあさんと会うのももう何十回かになるんだよ」というものがあってその時は、それまでの世界に羽ばたかんとする私の、どうでもよくなる様に、かえって落ち着いてしまった。その頃の私には、数年前とは違う、どこかひらきなおりはじめていた母が偉大にうつった。自分の考え方が間違っているのかな、とはもう思わなくなってきていた母は、実に魅力的なものをためこんでいたことを明らかにしてきた。すると、このまま離れては私はどこで学ぶのかなどという不安がたちこめるのである。父はというと、彼のもつ膨大な量の書籍について私が質問をしても(何か面白かったものはないか？) 、辞書的な答えしかかえさない (誰々の何々は有名だ) ようになっていた。煙草をやめた父だが、しかし以前よりくすんでいた。
父が煙草をやめたのはガンがみつかった時からだが、もうそれは治っていてそれより母が心配であった。私と兄の成長の度合いより大きく、日に日に体の衰えを感じるようになっていたらしかった。けれども、そんな母と喧嘩をした後の私は、いつも風呂に入って独りでぐちぐち言うのだった。いつだったか、髪を洗いながら、こんなのも幸せなのかな、と独りになってから思うのだろうか、と思ったが、けれどその時に幸せな気分にはどうもなれなかった。これで後悔しないだろうか、と考えたが、まったく答えはつくれなかった。
現実は
変えられないんだね
それならせめて
それを僕のものにしたい
わがままかなぁ……
私は、その時生きていた？
私の記憶は自ら前にすすむ訳でなく、ひきずられ、居座っている。姿を変えながら。前に、なんてやっぱり時間を直線みたいに考えているようだ。直線に幅はなく、一様にならび続ける点。ある期間の中には無限に点がある。期間の両端からは無限に道がつづいている。
人生、無限大の無限小。
記憶はやはり真実なのである。
記憶は時に自己矛盾を与えられたり記憶でないものも記憶という事にされたりしたが、記憶は私のものだ。違うのか？
それぞれの改訂を重ねられたエピソードが、存在はしてもついに思い出されない時のことを考えると何もできなくなる。
その解決方法に、私は気が付いていた。
だから、大丈夫。
兄は私より３年早く東京へ出ていった。
「あんたも行ったらええんよ。父さんのかせぎで足らん分は母さんパート増やすからね」
そう言われてもな。兄は出て行く時に母が心配だと言った。「お父さんとお母さんとしっかりやるんやで」と私は命じられた。いや、頼まれた。父は家でゴロゴロしては独りの世界にこもりがちだったし、母は生まれてからのおよそ半世紀を振り返っては振り返った事を後悔するようだった。
兄のいなくなった静かさも家に馴染んできた頃、勉強する私に母は「がんばりや」と言った。そうかと思えば「本ばっかり読んどらんと体を動かせ」と言ったりもした。
「一生懸命やりきったらな、失敗してもええ。反省してまた一生懸命やったらええんや。けどな、やりきらんかったら、反省できん。後悔ばっかりや」
父は特に何も言わなかった。「お父さんはおまえらの壁になってやる」と酒を飲んだ時に言う事もあったが、「そういう自分に酔い痴れてるんでしょ」とながされた。
ただ私は最後まで待っていた。何も言わない父が無限の何かを秘めている気がしてならなかった。
バスに揺られているうちに、どうやら落ち着いてきたようだ。
母からの電話を受けた時からずっと心臓のリズムがおかしかった。その瞬間、普段は秒針に刻まれる私の中の時間はその拘束から解かれた。一種の無限だった。そう思う。
  山がひらけて、小さな小さな町が見えた。
  兄はもう着いているのだろうか。
  バスが心持ちスピードを早めたように感じたら、長い下り道だった。ずっと下ってまだまだ下って、もう少しいって、細い路地を右へ、そしてまた右へ。
  路地に入る前の辺りからもう私の家は自分の存在を明らかに示している。
坂道を下り終わったバスはそっと減速してとまった。とまってから私は前に歩いていった。寒さが中に伝わってきている。
一呼吸おいて私は降りた。 
バスは行ってしまって、まだ独りで立つ私。
  雨の匂いがした。
[image: image3.emf] 

みなさんこんにちは ( ？ ) 。毎日勉強がんばっています か？おつかれ！英訳、和訳した文章の量も相当なもの になると思います。みなさんの中には、英語の文章を そのまま読んで味わう事のある人も多いでしょう。で も、そんな原文のままで素敵な ものに、四角四面な訳 を付けるのはしのびないですね。このコーナーでは、 日頃のフォーマルな和訳 ( ？ ) から離れてみたいと思い ます。題して『意訳良い訳』。自分なりの解釈・感性 で以て大胆な『意訳』を試みて下さい。気難しい試験 官に減点されはしても、読む人の心をときめかすよう な ( ？ ) 『良い訳』を目指して下さい。今回取り上げた
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優秀作

《課題テーマ「新年」》
春に向く梅の木の枝誰よりも高くに我の籤結わえつけ　　　　　　　　　　　　
村井昂介さん
《自由テーマ》

「なぜ歌を詠むのか」と問はれ「病んでゐるから」と笑ひEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こた),応)へる我ぞかなしき
丸子理曼さん
秀作

今年もまた七十五日も経たぬ間に一年の計日々移りゆく　　　　　　　　　　
多比岡重子さん
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何事も程々が良しか本年の 神のお告げは末吉の二字　　　　　　　　　　　　　
村井昂介さん
《評》

　あまり、解説を必要とするような歌も無いかと存じますので、全体的な感想で。
日本での正月のイメージは、太
陽暦の採用と「年齢のとなえ方に関する法律」の施行によって大きく変わりました。新春という言葉
も馴染まないし、年をとるという有難みも無くなった。まして、便
[image: image6.wmf]「世も末だ」そんな言葉が似合いそうな世の中である。親が子を、子が親を殺す。カッとなって包丁で刺したり火をつけたりする。ひきこもりが増えている。いわゆるNEETも増えている。「自分の身にどんな災難が降りかかってくるか、分かったもんじゃない。」そんな気になる。「このままでは日本社会はダメになってしまうのではないか。」誰もが多かれ少なかれ、そう思っているに違いない。しかしながら、「世も末」になってしまった原因と対処法について、はっきりと認識することができないでいるので、得体の知れない不安を抱えたまま日々を暮らすことになる。

　そんな世の中を、この本は実に明快に分析する。臨床医としての豊富な経験をもとに、「人格障害」をキーワードとして、実例を挙げながら事細かで分かりやすい説明がなされている。最初の部分で著者も述べていることだが、この本は人格障害の入門書であるだけでなく、現代社会の新しい見方を提示するものでもある。むしろ、後者の目的を達成したいという著者の思いが、ひしひしと伝わってくる本である。

　全体の構成も、分かりやすさを重視した見事なものである。まず、子供にも大人にも蔓延している「異常な事態」を紐解き、その異
常さの原因となっている人格障害
を提示する。続いて、人格障害の概要をさらい、今度はそれを十のタイプに分けて各々を丁寧に解説する。そして、人格障害から発生する個人レベルのさまざまな問題と、それらに対する手当ての方法を説く。最後に、社会に浸透しつつある人格障害の現状と、その背景をあぶり出し、我々に求められている方策について検証している。説明の一つ一つがそのつど胸に落ち着き、深刻な内容にもかかわらず、最後まで安心してすんなりと読める本だと思う。

　最後に、この書評だけを読んで、実際には本を買わないかもしれない読者のために、大切なことを本書からの引用によって示しておく。

――人格障害は、特別な一部の人だけの問題ではないのだ。現代人の誰もが、程度の差はあれ、抱えている問題でもある。人格障害という烙印を押し、排除するという視点では、問題は解決しないどころか、悪化させることになる。むしろ、現代人、あるいは現代社会が内包している、自分たち自身の問題として捉え、そのことに冷静に対処を行っていくことが必要なのである。　　　　（飯島弘一郎）
〈今回紹介した本〉

『人格障害の時代』岡田尊司／著

平凡社新書

定価・本体七二〇円（税別）

利な文明社会です。「正月らしさ」の感じられる場面は少ないです。そういう現状を嘆く歌、「正月らしさ」を懐古した歌、が沢山来るのだろうと思っていました。が、優秀作では、現在も残る（「形骸化」したともいえるかもしれない）風習のなかに新年の慶びを見出している歌風に心打たれました。新年の願いが「自分の運命（籤）が花盛りの中にいられるように、との願い（注釈より）」。素敵です。

秀作一首目は、そんな新年の願いも段々と忘れてしまうなあ、という少し自嘲的な歌。無常感（？）を感じるのもいいですが、人間らしさへの温かい眼差しが、逆に「新春」っぽさを感じさせます。
自由テーマの方は、実は応募一首だけだったりするので（！）これから送る人は狙い目ですよ(笑)。とはいえ面白い歌です。わざわざ字余りにしてまで入れてある「笑ひ」という語が重要ですね。平安貴族たちが唯一「病みっぷり」を披露できたのが歌会だったのでしょうか。そう考えると面白いです。
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ひとりの男がいた。彼はこの世界で一番頭のいい数学者であった。

　この世に彼が解けない数学の問題はなかった。そんな彼を世間の人たちは天才と呼び、褒め称えた。最初彼はその人々の賞賛を、喜びや誇りとともに受け止めた。

愛する数学と向き合ううちに、彼はふと、この世界は全て数式で構成されているのではないか、と考え出すようになった。そこで、実際に世の中の事象を彼が数式にしてみたところ、彼の数式通りに、コーヒーは冷め、爪はのび、地震や台風といった天災も起こった。彼は満足することもなく、さらに多くの数式を発表した。それらは、芸能人が離婚したり、はたまた、人が感情を変化させたり、さらには、人が死んだりといったことまでも完璧に導き出された式だった。

彼の示した数式に間違いは今までに一度もなかった。

しかし、世の中は数式で表せられないものはないという考えが確信に近づくにつれて、彼は数学以外に興味はもてなくなっていった。日常生活においての服装、食事などはもちろん、加えて、彼に与えられた「世界一」の名声も、人々の賞賛も、そして、人からの尊敬、さらには親の慈しみや自身の喜怒哀楽に対してすらも、彼は無機質になった。いや、無機質というのは、やや不適切なのかもしれない。彼は、これらの感情
すらも、数式を導く、ひとつの要素として捉えるようになっていったのだった。

　天才がゆえに人間を冷ややかに見るようになった彼に近寄るものは少なくなっていった。加えて、友達も減った。だが彼は、寂しくなかった。なぜなら、彼は、数学をしているときは、時間や「無駄」なこと（もっとも彼の考える「無駄」なことだが……）も忘れたからだ。

　さて、そんな彼が「命を奪おうとする心の動き」を数式として表し、それを論文にして世に発表しようとしていたとき、彼は「彼女」に再会した。

彼と「彼女」とは、俗に言う幼馴染であった。彼が数学の才能を発揮しはじめ、天才と囁かれ出した頃、「彼女」は引っ越した。それ以来、ふたりは会っていなかった。

それでも再会したその瞬間、彼は直感的ではあるが、その女性が「彼女」であると確信した。彼は「彼女」に声をかけた。彼の直感は正しかった。会うことのなかった年月が「彼女」を美しくしていたものの、「彼女」の持つ、そのまっすぐな眼は少しも変っていなかった。近くの喫茶店で二人は会話を始めた。彼は、「彼女」の眼を見るたびに、なぜかしら胸の高まりを感じた。一方「彼女」は、彼と少し言葉を交わすとしきりに引っ越す前の「あの頃」を懐かしみ出した。

眼をあわせるたびにうつむいている男と昔を思い出して感傷にひたっている女の会話は、やはりとりわけ弾むこともなかった。「彼女」が小学校低学年時に二人で作った秘密基地についてひとしきり話終えると、沈黙が訪れた。しばしの沈黙の後に「彼女」は帰ろうか、と言った。彼は無言で席から立ち上がった。別れ際、彼は「彼女」にどこに住んでいるのか、と問うた。「彼女」はあそこ、と喫茶店からさほど離れていないマンションを指差した。彼の家から歩いて十五分のところであった。こんなに近いのになぜ、と彼は、「あの頃」以来、二人の会うことのない確率を考え始めていたところ、じゃあこれで、あなた変ったわね、という言葉とともに「彼女」は去ってしまった……

帰り道、彼は二人が出会うことのない確率を導き出した後に「あの頃」を思い出してみた。「あの頃」も「彼女」の眼を見ると、不思議とからだが緊張し、「彼女」の顔を見ることができなくなったり、うまく話せなくなったりしていたことを彼は鮮明に記憶していた。彼は思わず苦笑した。しかし、そんな「あの頃」を思い出すと、喫茶店にいたときと同様に胸が高まってきた。彼は、なぜだか恐ろしさのようなものを感じた。しかし、幸か不幸か、彼は、その恐怖に似た、言い知れぬ感情に支配される前に、家に着くことができた。彼はほっとして、コートも着たまま、数学をしようとすがりつくような気持ちで机に向かった。彼は数字を見ると、大きな危機を回避できた後のような安堵を感じた。

が、安堵は長くは続かなかった。彼の集中は、なにかもやもやしたものに侵され、数学に集中できないのだ。このとき、論文提出まであと二週間であった。論文をせねばならぬと意気込む自分と、もやもやしたものに打ち負かされている自分が彼の内にはあった。こんな感覚は生まれて初めて訪れたものだった。彼は数学に手がつけられなくなった。彼は数学に集中できない自分を否定し、自己嫌悪に陥った。どうすればよいのか悩んだ。結局、一晩考えて、彼はそのもやもやしたものを理解することを決心した。

　このもやもやを解き明かす数式の因子を自分のこころの内に見つけるのに、彼は苦労した。このもやもやが、俗に言う、恋であるとわかったのは、決心から二日も経ったときだった。彼は恋などからは離れた存在だと自分自身で思っていた。恋を自覚したことで、彼は自身のこころに潤いが戻ってくるような新鮮な感動を味わった。この感動を「彼女」に伝えたい、と彼は思った。自分の想いを伝えることが何を意味するか彼はわかっていた。それでも彼は想いを伝えることにした。恐れに似た気持ちを抱きつつも……

　想いを伝える手段は手紙に想いを示した数式を記す、というものだった。むしろ、彼にはこれしかなかった。彼は自分の想いを数式にするのに丸三日間部屋にこもった。

　手紙が完成した日の夜、彼は手紙の数式の見直しを済ませ、夜も更けた二時十三分、「彼女」の住むマンションへと向かった。

　彼の恋文には、なにやらわからない定理、記号、数字、アルファベットが使われており、それらが手紙のほとんどを占めていた。手紙を書き終えた彼のこころは満ち足りていた。彼はその手紙をこっそりと「彼女」の部屋の郵便受けに入れた。家に帰った彼は久々に深い眠りに落ちることができた。

　眠りから覚めた彼は、今日が論文提出まで、ちょうど一週間前であることに気がついた。彼は、論文に取り掛かろうとした。が、手紙を読んでいるであろう「彼女」のことや手紙の返事がいつ来るのかがしきりに気になって集中できなかった。彼は「彼女」が返事をよこす予定日を数学で求めようとした。答えは出せそうではあったが、彼は求めることができなかった。

　次の日、彼は、いまだに返事が気になっていた。もはや、論文など手につかないほどであった。返事を想像してやたらにこころを一喜一憂させたり、物思いに浸ったりして一日を過ごした。

　その次の日、彼は、彼を喜ばすような返事が来る確率の期待値を求めようか、と考えた。が、挑む度に、あたまが「彼女」に支配されたり、わけのわからない圧迫感に負けたりしてしまった。結局、期待値は算出できなかった……論文はほったらかしだった。

　返事を待って三日目、彼は論文を書いてみた。しかし、単純なミスを繰り返したり、論理性も崩れたりと、平生の彼からは想像もできない彼がそこにいた。それでも彼は、論文と向き合っていた。それはまるで、迫り来る恐怖に必死で抵抗しているようだった。

　その夜、ついに「彼女」から返事が来た。彼は、恐る恐る封を開けた。中には一枚の紙が入っていた。彼は、紙に書かれた文字の列に目を通し終えた瞬間、その紙を破いてしまった。彼は、今、この瞬間に自分の目の前で起こったことを理解できなかった。それは、数学を用いても不可能だった。彼は情報をあたまでは処理できるのだが、受け入れることができなかったのだ。
彼は混乱の中、夜を越した。

　「彼女」からの返事がきた夜は去り、新しい日が昇りきったころ、彼は、恋が実らなかったことを受け止め始めた。これが世間の言う、失恋なのだ、と思った。が、不思議と涙は溢れてこなかった。代わりに湧いてきたのは「なぜ」という思いだった。あの数式に間違いはひとつとしてなかったはずだ、と彼は思い、恋文の内容を思い返して、見直しを始めた。しかし、何度見直してもやはり間違いは見つからない。別のプロセスで、自分の恋を数式にしてみたが、あの数式に勝るものはできなかった。

　彼の渾身の数式は成り立たなかった……彼は生まれて初めて、導き出した答えが正解と認められなかったのだった。うちひしがれながらも彼は、運が悪かったとは思えなかった。彼は不正解が許せなかった。不正解に対しては異常なまでの嫌悪を持っていた。彼は、「彼女」に想いを伝える決心をしてから今までの経緯を振り返ってみた。彼は、彼の持ちうる数学の能力の全てを尽くした。それでもわからなかった……

　わからない。認めたくない。振り返る。わからない……こんな悪循環の中で彼のあたまに残ったものは、自分の論文に間違いはなかった、という確信だった。この確信は時間が経つのに従って肥大し、さらに、なにか、黒っぽい光沢を帯びていき、そしてそいつは、自分の数式へのエゴとしてはっきりと存在し、彼のこころを支配していった。

この悪循環に陥って三日が経った。論文提出前日など彼には関係なかった。日が傾いた頃、彼は、ふと自分の数式が正しかった場合を仮定してみた。そして、彼はこの十日余りの事象を、単純な式にモデル化してみた。

「１＋１＝　」

　始めの「１」は彼の数式、次の「１」は「彼女」である。当然、

　「１＋１＝２」

となる。これは二つの「１」が完全な１であるから起こる事象である。しかし、今回は

「１＋１≠２」

であった。少なくとも一つの「１」が完全ではないことの表れである。彼は思った「私の数式は完璧だった。したがって、上の『１』は完全と言えるだろう。それでも、『２』を得ることができなかったということは……

　彼は時計を見た。日付はかわり午前一時過ぎで、論文提出日だった。論文について言えば、今から書けば、なんとか間に合うであろう時間だった。しかし論文のことは彼のあたまに存在していなかった。彼のあたまは間違いに対する憎悪に満ちていた。彼が、どうすればこの間違いを正せるのか……そう考えていると、その憎悪は彼に、ある行為を提案した。常の彼ならそれはいけないことだと瞬時に拒んだであろう。が、今は数式に対するエゴと憎悪とのシモベと化していた彼は、その行為を受け入れた。

実行は……今日だ。彼はつぶやいて、その行為を達成するための道具を手にした。

彼は笑みを浮かべつつ、夜も更けた二時十三分、「彼女」のマンションへと向かった。




問１　　セシウムの振動が鈍り、水晶もあてにならなくなったら、私たちの寿命はどうなるか？
問２　　ボールがバックスクリーンに‘やたらとゆっくり’とびこんでゆくのを見たら、時間がゆっくり流れていると感じるか。
問３　　地球がゆっくりまわったら、少子高齢化問題はどうなるか。
『上級者』さんはこの問い自体の‘おかしさ’とはというところを問いとしていただいても構わない。ただし、「現実では有得ない」あるいはこれに準ずるものは解答として認めない。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　[image: image8.emf] 


雨の匂い　　　　　小池哲





「短歌賞」作品募集のお知らせ


随時募集中です。課題テーマは、三月中旬頃までにお送り下さい。


①自作の短歌（複数投稿可）②歌の注釈（任意）③氏名（ペンネーム・匿名可）の三点を書いてメールにて左記アドレスまでお送り下さい。「課題テーマ部門」「自由テーマ部門」それぞれ一首ずつ優秀作を選定します。優秀作の作者にはヘボいプレゼントを差し上げています。


・課題テーマ「はな」


・� HYPERLINK "mailto:応募アドレスtanka@art.117.cx" ��応募・問い合わせ先tanka@art.117.cx�


テーマは解釈自由です。どしどしご応募下さい。
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世界一頭のいい数学者　岩見勇志
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意訳良い訳
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星のない夜の出来事　　仁科あき乃





非道い頭痛を伴って目を覚ますと、月明かりの部屋に私がいた。


響き渡る秒針の音が一瞬心地良く感じられたのもつかの間、


それは次第に大きくなり、鼓動の波打ちと血液が循環している感じが


耳のうしろに伝わって不協和音を奏で始めた。


奏でるなんてもんじゃない、クレシェンドの大セールで息が詰まりそうになった。





秒針よ


速すぎやしないか


大きすぎやしないか


お前が踏み外してくれるからこんな――


しっかり合わせてくれ！





幽体離脱をした訳でもないのに、


一定の（今は滅茶苦茶の）機械音に慄く一人の人間が見えた。


妙な確信が罪の意識と共に流れ込む。


それは知ってはならないもの。





時が出鱈目に流れている！！


皆が寝静まった頃


宇宙を創造した科学者が（神ともいう）癇癪を起こしている！！





――ウフフッ


低い笑い声が全身をつつんだ。


宇宙を創造した科学者に全てを見透かされた気がして甚だしい羞恥を感じた。


それは心臓を掴まれる感覚で、苦しさのあまり窓を開けたところ





確信が崩れ去った。


例の科学者の秘密との壮大な駆け引きを予想していた私は、


落胆した。


笑っていたのは月だった


――なんだ、お前か





（余談として）


その晩に星が出ていなかったのも、奴が食べてしまったせいで、


怒って私が奴に叫んだ言葉が、音の波ではなくてプラスチックの音符になった。


と、いう出来事もあったのだが、下らないので止しておこうと思う。
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どうしろっていうの？�　他の方法って何だ？�　僕っていつも一生懸命�　完全燃焼するんだ�　ボロボロじゃない？なんて言われるくらいに�　走って走って走りまくって�　目的地がぼやけても�　そう！とにかく�　つきすすむ！�　結局はなんといっても目指せmyパーフェクトライフだぜ！�　でもやっぱそれがいけなかったのかな？ �　だからやってみたんだ�　上手くいくかもって思ったからなのにな�　どうやらそういうものらしいんだ�　やっぱ大事なことというのはやりきろうとすることらしいんだ�　要領良くテキトーになんてさ�　やってみて損したと思っているよ�　もう一度言うよ�　やってみて損したと思っているよ�　要領良くテキトーになんてさ�　やっぱ大事なことというのはやりきろうとすることらしいんだ�　どうやらそういうものらしいんだ�　上手くいくかもって思ったからなのにな�　だからやってみたんだ�　でもやっぱそれがいけなかったのかな？�　結局はなんといっても目指せmyパーフェクトライフだぜ！�　つきすすむ！�　そう！とにかく�　目的地がぼやけても�　走って走って走りまくって�　ボロボロじゃない？なんて言われるくらいに�　完全燃焼するんだ�　僕っていつも一生懸命�　他の方法って何だ？�　どうしろっていうの？
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！投稿募集！
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